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こ
の
日
“
私
の
受
難
の
日
 

い
つ
も
は
あ
ん
な
に
や
さ
し
い
主
人
な
の
に
 

今
日
だ
け
は
全
く
も
っ
て
冷
酷
無
惨
 

な
に
し
ろ
少
し
で
も
気
を
抜
こ
う
も
の
な
ら
 

尻
の
皮
が
破
け
る
ほ
ど
む
ち
打
た
れ
る
 

い
や
私
だ
っ
て
怠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
 

年
に

一
度
か
二
度
の
力
試
し
の
た
め
に
 

ふ
だ
ん
可
愛
が
ら
れ
て
き
た
御
恩
返
し
だ
 

優
勝
旗
を
押
し
立
て
て
帰
る
と
き
の
 

主
人
の
う
れ
し
い
自
慢
顔
を
思
う
と
 

全
力
を
ふ
り
絞
っ
て
が
ん
ば
り
 

格
好
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
い
の
は
山
A
 

だ
が
し
か
し
そ
れ
も
時
の
運
と
い
う
も
の
さ
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～、、 ～、 

蕊
醸
蕊
稽
ぷ
雪
ア
Eず
に
 

ヤ
ン
ク
フ
糾
ズ
ー編
ハ
ル
 

若
者
の
連
帯
と
信
頼
の
紳
を
強
め
よ
う
と
、
昨
年

費
 
開
催
し

て
好
評
だ
っ
た
ヤ
ン
グ
フ
エ
ス
テ
イ
パ
ル
 

が
、
こ
と
し
も
市
民
の
要
望
で
九
月
二
日
「
心
の
 

ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ

に
開
か
れ
ま
す
。
 

2
日
、
大
町
通

り
を
会
場
に
 

こ
と
し
は
、
昨
年
の
ヤ
ン
グ

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
の
開
催
を
き

っ
か
け
に
発
足
し
た
五
所
川
原

青
年
サ

ー
ク
ル
協
議
会

（神
清

満
会
長
）
が
主
催
し
、
五
所
川

原
青
年
会
議
所
と
市
教
育
委
員

会
が
後
援
し
ま
す
。
 

こ
と
し
の
ヤ
ン
グ
フ
エ
ス
テ

イ
バ
ル
は
、
当
日
午
後

一
時
か

ら
午
後
三
時
半
ま
で
、
駅
前
大

町

一
丁
目
か
ら
大
町
二
丁
目
、
 

丸
大
薬
店
十
字
路
ま
で
を
会
場

に
十
二
の
サ
ー
ク
ル
か
ら
八
十

余
人
の
若
者
が
運
営
に
あ
た
り
 

「
ス
ポ

ー
ツ
の
広
場
」
 
「共
感

の
広
場
」
 
に十

一
の
コ
ー
ナ
ー
 

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
に
先
だ
ち
、
 一
日
午
後

六
時
か
ら
市
庁
舎
前
の

「
お
ま

つ
り
広
場
」
 
で前
夜
祭

（
フ
オ
 

ー
ク
ダ
ン
ス
）
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
 

な
お
、
当
日
は
三
万
人
の
動

員
計
画
を
た
て
て
お
り
会
場
の

大
町
通
り
が
正
午
か
ら
午
後
四

時
半
ま
で
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
の
で
、
車
両
は
西
北
病
院
横

か
ら
駅
前
、
消
防
署
通
り
の
う

回
路
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。
 

会
場
の
コ
ー
ナ
ー
は
次
の
と

お
り
で
す
（
駅
前
か
ら
順
に
）
 

▽
空
手
（
剛
柔
会
）
 

▽
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
パ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
 （
バ
ト
 ミ
ン
 ト
ン
協

会
、
青
年
大
学
）
 

▽
大
食
い
コ
ー
ナ
ー
 （
青年

大
学
）
 

▽
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
 
（
レク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
 

▽
お
花
を
生
け
る
コ
ー
ナ
ー
 

（
編
物
学
院
）
 

▽
人
形
の
展
示
と
人
形
の
で

き
る
ま
で
 （バ
 
ッ
ケの
会
、
人

形
教
室
）
 

▽
チ
ビ
 ッ
子
コ
ー
ナ
ー
△
金

魚
す
く
い
、
ら
く
が
き
、
ぬ
い

ぐ
る
み
V

（
合
唱
団
、
モ
ラ
ロ

ジ
ー
）
 

▽
裁
断
、
編
物
、
写
真
展
（
 

技
芸
学
院
、
編
物
学
院
、
ダ
プ

ラ
会
）
 

▽
舞
通
安
全
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
 

（
青年
会
議
所
）
 

▽
緑
の
交
換
市
（
青
年
会
議

所
）
 

▽
剣
道
（
剣
道
会
）
 

「お花を生ける」 コーナー、 47年9月 
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麟麟綴麟I 
消
 
防
 
会
 
館
 

市
庁
舎
北
側
に

一
億
四
百
万
円
で
八
月
下
旬

着
工
、
明
年
六
月
下
旬
完
成
の
予
定
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
。
 

延
べ
面
積
一
千
三
百
六
十

一
平
方
層
。

一
階

車
庫
、
ホ
ー
ル
、
受
付
、
待
機
室
、
機
械
兼
倉

庫
。
二
階
 
署
長
室
、
通
信
、
待
機
室
、
仮
眠

室
、
講
堂
、
会
議
室
（
大
、
小
）
、
食
堂
 

三
階
 
消
防
長
室
、
消
防
次
長

室
、
事
務

室
、
倉
庫
な
ど
。
 

五
所
川
原
消
防
署
が
一
、
二
階
、
五
所
川
原

地
区
消
防
本
部
が
三
階
に
入
り
ま
す
。
 

高
等
看
護
学
院
舎
 

（
病
院
看
護
婦
寮
併
設
）
 

七
月
か
ら

一
億
九
千
八
百
万
円
の
予
算
で
着

工
、
廿
写
真
左
廿
明
年
三
月
に
完
成
の
予
定
。
 

鉄
筋
り
ン
ク
リ
ー
ト
地
上
六
階
、
地
下

一
階
建

乙
o
延
べ
面
積
は
一
千
六
百
平
方
M

。
 

学
院
舎
は
、
四
階
の
半
分
ま
で
、
残
り
四
階
 

②
 

の
半
分
ど
五
、
六
階
は
病
院
看
護
婦
寮
と
な
る
。
 

地
下
 
ボ
イ
ラ
ー
、
管
理
室
 

一
階
 
図
書
室
、

教
職
員
室
、

学
院
長
室
、
 
 
調
理
実
習
室
、

生
化
 

学
実
験

室
、
管
理

人
室
な
ど

一
一
階

教
室
（
三
）
 

看
護
実
習

室
、
教
材

室
、
倉
庫

三
、
四

階
 
学
生

寮
、
学
生

食
堂
、
浴

室
、
修
養

室
、
居
室
 

（
四
人
一
 

花
と
緑
麟
轟議
 

繊
⑨
一
 

小
農

の
ひ
ろ
ば
警
 

初
秋
の
風
が
吹
き
始
め
た
こ

の
ご
ろ
の
市
内
の
電
線
で
、
親

子
づ
れ
の
ツ
バ
メ
が
、
ピ
チ
ピ

チ
ピ
チ
、
チ
チ
チ
チ
ヂ

ュ
イ
ー
 

（
土
食
っ
て
虫
食
っ
て
渋
い
）
 

と
早
ロ
で
さ
え
ず
っ
て
い
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
 

夏
鳥
の
代
表
と
し
て
春
に
熱

帯
地
方
か
ら
渡
来
し
た
こ
の
鳥
 

は
、
帰
巣
本
能
が
強
く
多
く
の

場
合
は
人
家
の
古
巣
を
泥
で
補

修
し
繁
殖
す
る
の
で
す
。
 

食
物
は
動
物
質
で
、
飛
ん
で

い
る
虫
な
ど
を
捕
食
す
る
た
め
 

ツ
 
バ
 
メ
 

（
ッ
バ
メ
科
）
 

ロ
は
や
や

大
き
く
 
で
き
て
い

て
、
 一
家
族
で
ひ
と
夏
に
お
よ

そ
百
万
匹
の
虫
を
食
が
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

タ
方
に
は
、
家
族
連
れ
だ
っ

て
数
十
羽
の
群
を
つ
く
り
、
た
 

れ
さ
が
っ
た
稲
穂
の
上
空
を
飛

び
か
う
の
も
こ
の
時
期
な
の
で

す
。
そ
し
て
日
没
と
共
に
葦
原

や
草
原
に
集
ま
っ
て
草
の
柄
に

と
ま
っ
て
ね
る
の
で
す
。
 

ツ
バ
メ
が
群
れ
始
め
た
時
、
 

繁
殖
期
が
終
わ
っ
て
渡
去
の
時

期
が
近
づ
い
た
の
で
す
。
 

市
民
探
鳥
会
 

▽
と
き
 
九
月
十
三
日

（木
）
 

午
前
六
時
ー
七
時
 

▽
集
合

‘
午
前
六
時
、
元
町
八

幡
宮
境
内
 

▽
準
備
 
メ
モ
帳
 

、ビ
 

部
屋
、
 一
五
室
）
な
ど
。
 

看
護
学
院
は

一
学
年
四
十
人

で
三
学
年
ま
で
百
二
十
人
が
定

員
。
学
生
寮
は
六
十
人
収
容
で

き
ま
す
。
病
院
看
護
婦
寮
に
は

九
十
人
収
容
で
き
る
。
 

防
犯

指
導

隊

が
発
足
 

五
所
川
原

地
区
防
犯

協
会
 

（菊
池
清
助
会
長
）
と
五
所
川

原
警
察
署
（
阿
保
孫
市
署

長
）
は
、
き
め
細
か
く
住

民
に
密
着
し
た
防
犯
活
動

を
お
し
す
す
め
る
た
め
に

さ
き
に
市
内
の
篤
志
家
か

ら
賛
助
を
仰
ぎ
防
犯
広
報

車
と
防
犯
用
映
写
機
を
購

入
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
契
機
に
防
犯
指

導
隊
を
結
成
す
る
こ
と
に

な
り
、
八
月
二
十

一
日
午

後

一
時
か
ら
市
民
文
化
会

館
で
結
成
式
を
あ
げ
、
犯

罪
と
事
故
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

市
の
関
係
分
の
隊
員
は
 

市
話
会
議
員
 

'！
岡
〉
ョ
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“
馴
．
 

笹
森

柾
五
郎
氏
 

＼
魯
耳
「
 
七
月
一
一
 

、
『

、
 
ノ
ソ
 
十
五
日
午

鳳

ー
シ
 
』
K
‘
後

十
二
時
 

ー
 

曹

「
干分
、
 

入
院
先
の
西
北
中
央
病
院
で
急

性
肺
炎
の
た
め
死
去
。
七

一
歳
 
 

次
の
と
お
り
 

△
隊
長
 
斎
藤
昇
（
松
島
団
地
 

）
△
第

一
班
長
 
福
士
孝
一
（
 

五
所
川
原
）
△
第
二
班
長
 
斎

藤
晃

（
長
橋）
△
隊
員
 
片
岡

義
勝
（
松
島
）
 
木
村
健
作
（
 

栄
）
新
谷
武

一
（
七
和
）
松
沢

永

一
（
中
川
）
今
幸
雄
（
飯
詰
 

）
一
戸
慶
喜

（
三
好）
成
田
英

一
（
毘
沙
門
）
前
田
司

（
梅
田
 

)
 （
敬
称
略
）
 

笹
森
氏
は
栄
村
議
会
議
員

（
一

期
）
市
議
会
議
員

（
六期
）
を

つ
と
め
た
。
そ
の
間
、
市
議
会

議
長

（
二
期）
西
北
五
衛
生
処

理
組
合
議
長
を
歴
任
し
地
方
自

治
振
興
に
つ
く
し
ま
し
た
。
 

地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
七
月

二
十
七
日
従
六
位
勲
五
体
愛
光

旭
日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

活動を始めた「防犯広報車」 

I

，
●
：
一？一
一F
・
 

臨
時

市
議
会
 

四
十
八
年
第
三
回
市
臨
時
議

会
は
、
八
月
二
十
日
開
会
、
会

期
を
一
日
間
と
し
て
、
 

都
市
計
画
街
路

2
・
2
・
6
 

号
線

（
駅
東部
）
築
造
工
事
の

契
約
の
締
結
（
飯
詰
櫛
引
工
業

所
と
三
千
四
百
二
十
万
円
で
契

約
）
を
可
決
。
 

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
の
議

会
の
議
員
に
斎
藤
昇
議
員
を
選

任
し
ま
し
た
。
 

「
お
は

よ

う
サ

イ
ク
《

・
グ
」
 
九
月
二
日
 
午
前
六
時

ー
七
時
 

‘
 

（集
合
午
前
五
時
五
十
分
、
市
庁
舎
前
お
ま
つ
り
広
場
）
 
コ
ース
 
柏
村
経
由
、
鶴
田
、
嶋
寿
橋
ま
で
の
往
復
 



              

              

五
所
川
原
の
名
物

「
朝
市」
什
写
真
廿
が
、
八
月
十
五
日
か

ら
市
庁
舎
前
の
 
「お
ま
つ
り
広
場
」
で
店
開
き
し
ま
し
た
o
 

初
日
は
、
朝
四
時
ご
ろ
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
や
ト
レ
ー
ラ
ー
で
き

た
農
家
の
主
婦
た
ち
三
十
余
人
が
露
店
を
並
べ
、
産
地
直
売
の

新
鮮
で
安
い
野
菜
ゃ
く
だ
も
の
に
人
気
が
集
ま
り
ま
し
た
。
 

「朝
市
」
は
、
毎
朝
午
前
四
時
か
ら
午
前
七
時
ま
で
三
時
間
 

ー
一
月
い
っ
ぱ
い
開
か
れ
ま
す
。
 

名
物
 

    

    

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

              

当
市
も
、
下
水
道
事
業
を

お

し
す
す
め
る
た
め
の
計
画
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
市
民

の
深
い
理
解
と
、
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

「
下
水
道
 
ひ
ら
く
 
く
ら

し
の
新
時
代
」
 

九
月
三
十
日
納
期
限
の
市
税
は
 

固
定
資
産
税
の
三
期
分
と
 

国
民
健
康
保
険
税
の
二
期
分
 

都
市
計
画
税
の
二
期
分
で
す
 

▽
納
税
で
明
る
く
 
楽
し
く
 
住
み
ゃ
す
く
 

▽
納
税
貯
蓄
組
合
員
は
組
合
を
通
じ
て
納
め
ま

し
よ
う
。
 

I  
I 市税の納期は 

「
下
水
道
」
は
、
河
川
、
湖

沼
、
海
な
ど
の
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
 

住
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
を

確
保
す
る
も
の
で
、
近
代
都
市

に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
の
施

設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

そ
の
普
及
が
著
し
く
遅
れ
て
い

ま
す
。
 

「
全
国
下
水
道
促
進
デ

ー
」
 

と
は
、
こ
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
の
深
い
理
解
と

関
心
を
得
て
、
下
水
道
の
普
及
 

と
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

1
0日
は
「
全
国
下
水
道
 

促
進
デ

ー
」
で
す
 

?

'
?‘
，、、
5
‘
・、
、、
 

「下水道促進 ー」 のポスター 

 

③ 

結核検診（レントゲン撮影）のおしらせ 

毎年おこなつている結核の予防健康診断は「結核予防法」に定められて

います。 「レントゲン車」による健康診断は必ず受けなければなりませ

ん。市では次の日程で健康診断をおこないますので、忘れないように受け

てください。 

地区名 月 	日 場 	所 時 	 間 
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梅
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和
谷

理
支
寺
公
支
商

時
時
時
時
時
時

田
田
田
泉
沢
子

上
中
下
中
羽
原

時
時
時
時
2
01
0
 

 

、
 

午
 
午
 
前
 
後
 

福 	山 
喜 	属 
俵 	元 
野 	里 ， 
杉派立、境 	山 
和… I」i 一 

石岡石油店前 
9月12日 石岡源造宅前 
ー 	公民館~‘10 

（水） 前田松太郎宅前 
I長橋支所前 一 
~成由秀四郎宅前 

午前 9時半 から四時10分 
10時巧分から10時4‘分
時50分からn時半

午後12時半から 1時10分 
1時20分から 2時 
2時10分から 2時50分 

福 	岡 
松野木 
若 	山 
君田坂 
戸 	沢 
興 	隆、朝 	日 
平 	町 

9月13日 

（木） 
、’ 

佐々木商店前
仙庭商店前
石岡治男宅前
公民館前ー 
公民館前 
興薩集会所前
警鐘台付近 

午前 9時半 から10時巧分 
10時25分からn時 5分 
”時15分からH時50分

午後12時40分から 1時15分 
ー 	1時25分から 2時 

2時10分から 2時45分 
2時55分から 3時2C'分 

新 	町 
、伝助町 9
新き北か 
、下 村 

大 日 町 

五本松 
北 	下 

― 
（金） 

月14日対馬理容所付近
野宮商店前 

飯詰麦所前
1 

葛西嘉四雄宅前 

午前 9時20分から 9時55分 
10蒔 	から10時3 分 

11時20分から12時 
午後12時50分から 1時20分 

2時巧分から 3時 
3時10分少ら 3時半 

下岩崎公民館前
岩国文躍毛箭 



川
稼
ぎ
前
の
健
康
診
断
を
 ど：島、罵‘二素●二虜と、或ミ二」轟、虜，二謡霧編議蒜 表弊鯛鷲羅燕竃 

生活環境 

パトロール本部 

住みよい 
環境づくりに 

/ @i 
	(5)1414 

蕪
響
蹴
紅
」細
肋
「
 

市
教
育
委
員
会
は
「
成
人
式

に
あ
た
っ
て
の
意
見
感
想
文
」
 

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
次

の
五
人
が
入
選
し
、
八
月
十
五

日
成
人
式
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
 

桜
庭
喜
一

（藻
川
）
小
田
桐
 

舞
競
●
「
一繊
鳶
綴
 

声
」「
 

④
 

農
振
地
域
供
覧

一
 

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
で
、
市
は
「
農
業
振

興
地
域
整
備
の
計
画
」
を
定
め

ま
し
た
が
、
そ
の
計
画
書
を
次

の
日
程
で
縦
覧
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
 

▽
縦
覧
場
所
 
市
農
林
課
（
 

本
庁
「
爾
）
 

▽
縦
覧
期
間
 
八
月
二
七
日
 

ー
九
月
十
八
日
 

施
設

見
学

会
 

▽
と
き
 
九
月
十
二
日

（
水
）
 

午
前
九
時
半
か
ら
午
後
三
時
半
 

‘事
で
 
、
 

▽
申
込
み
 
九
月
七
日

（金
）
 

ま
で
。
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

年
齢
、
職
業
を
書
い
て
市
情
報

課
ま
で
 

▽
見
学
コ

ー
ス
 
市
庁
舎
前
（
 

集
合
）
ー
駅
東
部
開
発
ー
松
島

団
地
ー
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
ー
 

津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
ー
飯

詰
ダ

ム
ー
新
宮
団
地
ー
衛
生
処

理
セ
ン
タ
ー
ー
市
庁
舎
の
順
で

・

す
。
 

▽
お
昼
 
昼
食
は
各
自
ご
持
参

願
い
ま
す
。
 

な
お
、
市
の
施
設
見
学
会
は

十
月
ま
で
毎
月
一
回
 
（
第二
水

曜
日
）
を
予
定
し
て
 
お
り
ま

す
。
 

鎌
谷
町

通
行

止

め
 

県
道
元
町
ー
吹
畑
線
の
鎌
谷

町
内
が
、
舗
装
新
設
工
事
の
た

め
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
五

日
ま
で
全
面
通
行
止
め
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

▽
通
行
止
め
区
間
 

鎌
谷
踏
切
付
近
か
ら
吹
畑
十
 ,

,
 f

 

字
路
付
近
ま
で

▽
車
の
う
回
路

大
型
、
小
型
車

①
下
平
井
町
ー
尻

無
ー

一
野
坪
ー
 

飯
詰
 

②
漆
川
ー
馬
性
ー
 

飯
詰
 

小
型
車
  
漆
川
ー
尻
無
 

電
話
 

開
 
通
 

市
内
毘
沙
門
上
熊
石
に
建
設

し
た
、
広
域
新
農
業
セ
ン
タ

ー
 

の
管
理
棟

（
研
修
場
併
設
）
 
に
 

j
 
 
五

所
川
原
市
出
稼
協
会

（
佐

々
木
栄
造
会
長
）
は
、
八
月
十

六
日
市
民
文
化
会
館
で
開
い
た

四
十
八
年
度
総
会
で
新
し
い
事

業
計
画
と
次
の
新
役
員
を
選
任

し
ま
し
た
。
 

◇
事
業
計
画
 

▽
事
故
防
止
 

就
労
前
の
健
康
診
断
、
無
事
故

の
安
全
祈
願
祭
、
事
故
防
止
依

頼
状
の
発
送
、
グ
ル
ー
プ
就
労

の
促
進
、
求
人
説
明
会
へ
の
参

加
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
講
習

会
、
事
業
所
視
察
と
酢
励
訪
間

▽
留
守
家
族
援
護
 

留
守
家
庭
の
巡
回
相
談
、
出
稼

者
の
就
労
状
況
写
真
展
、
両
親
 
 

電
話
が
開
通
し
ま
し
た
。
 

電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
 

す
。
七
局
ニ
一
〇
四
番
 

農
業
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
 

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

出
稼
児
童
生
徒
の
慰
安
激

励

会
、
留
守
家
族
現
地
訪
問
と
視

察
 

◇
新
役
員
 

▽
会
長
 
佐
々
木
栄
造
 

▽
副
会
長
 
鳴
海
佐
久
一
（
飯

詰
）
工
藤
柾
光
（
小
曲
）
 

▽
監
事
 
川
浪
勝
幸
（
三
好
）
 

前
田
公
範

（梅
沢
）
 

◇
常
任
理
事
 

新
谷
一
郎
（
七
和
）
石
岡
文
蔵
 

（
長
橋）
清
野
敏
雄

（松
島
）
 

野
呂
国
四
郎

（
「辱
）
奈
良
岡

陸
奥
雄

（中
川
）
原
田
信
英

（
 

毘
沙
門
）
木
村
長
四
郎
（
栄
）
 

竹
谷
正
美
（
梅
沢
）
 

（敬
称
略
）
 

、
 

芳
治
（
水
野
尾
）
其
田
秀
子
（
 

長
富
）
松
山
京
子
（
松
野
木
）
 

小
野
浩
崇

（鶴
ケ
岡
）
 

（
敬
称略
）
 

J
 

技

能
講

習
会
 

▽
玉
掛
技
能
 
九
月
三
日
、
 

四
日
午
前
九
時
か
ら
 

▽
ガ
ス
溶
接
 
九
月
十

三

日
、
十
四
日
午
前
九
時
か
ら

場
所
は
、
い
ず
れ
も
市
内
本

町
「
鶴
又
ビ
ル
」
 

受
講
料
 
無
料
 

▽
受
講
資
格
 
玉
掛
技
能

（
 

六
カ
月
以
上
従
事
し
た
方
）
 
ガ

ス
溶
接
（
経
験
必
要
な
し
）
 

▽
申
込
み
 
五
所
川
原
公
共

職
業
安
定
所

（
詳
しく
は
同
所

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
）
 

ーT 

おしらせ 

五所川原消防署に、このほど最新鋭の大型救急車＝一写真＝ニ 1 台が配 

置され、ふえ続ける救急業務に活躍することになりました。 

この救急車（240万円相当）は、県農協共済連が農協の「自賠責 

保険」の利益金で県内の八市に寄贈したうちの 1台。 

「ニッサン・シビリアン3B型」形式、定員10人。 

後部昇降ロには、ひとりで患者を乗せ降しできる西ドイツ製の「ス 

トレッチヤー」 3連装置のほか、車内には 3点ベットも完備。 

酸素ボンべ、酸素マスク、人工呼吸器など救急医療器材も備えてい 

ます。 

r
 

く
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